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FG IMT-2020 
• 第５世代移動通信システム（IMT-2020）の実現を目指す上で、周波数や無線技術

の検討だけでなく、これを支える有線技術や有線・無線の連携技術を含むトータル
なネットワーク技術についての検討加速、及びITU-R等の他の標準化団体や５Gの
推進団体との連携等が必要との認識の下、前回SG13会合においてフォーカスグ
ループ「FG IMT-2020」が設置され、ITU-TにおけるIMT-2020の検討がスタート 

• 本FGの目的は、IMT-2020のネットワーク技術に関してITUとして標準化（勧告化）す
べき範囲（スコープ）を特定するためのGAP分析（ユースケースや要求条件の検討
を含む）を行うこと 

• 日本としても、IMT-2020の実現に向けて産学官連携による「第５世代モバイル推進
フォーラム」（The Fifth Generation Mobile Communications Promotion Forum
（5GMF））が中心となり検討を進めてきたネットワーク課題の検討成果を本FGに反
映し、FGの活動を積極的に推進 

• FG会合は、これまで全４回（第１回：米国・サンディエゴ（6/8-9）、第２回：スイス・
ジュネーブ（6/13-14）、第３回：イタリア・トリノ（9/21-24）、第４回：中国・北京（10/27-
30））開催され、会合参加者による精力的な検討を経て、当初の目的であるIMT-
2020のネットワーク技術の標準化領域（GAP）の明確化に一定の目途がたち、成果
文書が取りまとめられた  
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(例) Gap : Network Slicing for 5G 

• Network Softwarizationでは 21のGapを定義し、今後5Gの実現 
のために解決すべき技術課題を特定した。 
• FG全体では85のGapが定義されている 
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今後の方針案 
• 「FG IMT-2020」による検討（GAP分析）の結果、IMT-2020に関して今後ITU-

Tが標準化を推進すべき課題が整理されてきたと考える。ITU-Tにおいては、
この成果文書を活用して、IMT-2020のネットワーク技術に関する主要課題
の検討を推進すべきと考えている。 

• 日本としては、特に、FGの成果文書に盛り込まれた主要課題でありIMT-
2020を実現するコア技術である「ネットワーク・ソフトウェアライゼーション」
及び「モバイルフロントホール/バックホール」を重要な標準化課題ととらえ、
ITU-Tにおける検討を推進すべきと考える。SG13等の関係SGにおいて、こ

れらの課題に関する具体的なテーマを掲げて新課題を設置する等により
本格的な標準化検討に着手し、IMT-2020の標準化を推進すべきと考える。 

• なお、これらの検討に際しては、ITU-R（WP5D）や3GPP等の標準化機関に

おける検討と連携し、世界の各地域で活動している５Ｇの推進団体とも連
携して進めることが重要であることから、ITU-Tが様々な標準化機関・団体
との連携機能を提供することを期待したい。 
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ITU内部連携 
 SG17（IoTセキュリティ、プライバシー）[SG17-LS237] 

    - Q6/17勧告草案紹介 
            X.iotsec-1 : Simple encryption procedure for IoT device security 
            X.iotsec-2 : Security framework for IoT 
      - CG-IoTsec設立提案（Correspondence Group on Security and Privacy for IoT） 
            SG17, SG20がIoTセキュリティとプライバシーに関し連携 

SG13 
      - IoT Work Item群の、SG20移管分と、SG13継続検討分、の相互確認 [SG13-LS115] 
      ‐ さらにSG20に移管の可能性のある検討課題の紹介（Q2/13, TD346） 
                Requirements for affordable e-health devices, infrastructure and services 
                Requirements for reconfigurable devices, re-usable in different application areas 
      - Y.Supplement YPT（Wireless Power Transfer application services）紹介 [SG13-LS114] 

SG15（WP1）[SG15-LS277] 
      - 関連する標準化検討状況とWork Planの紹介 
                Access Network Transport（ATN） 
                Smart Grid and Home Network Transport（HNT） 

SG3 
      - Y.IoT-AC-Reqts（Requirements for accounting and charging capabilities of the IoT）での連携 

SG16 
      - 全体的連携・協調 

ITU-D SG2（Q2/2） 
      - e-health ecosystem に関する相互連携 
TSAG 
      - ITU-Dとの連携関係の対応課題の見直し TTC資料抜粋 15 





まとめ 
(1)IMT-2020 FGにおいては 5GMFがネットワークソフトウェアライゼーション分野のリーダー

シップを確立したことやフロントホールバックホール分野でのTTCの貢献が目立っていた
ことは明白であり、このリーダーシップを活用する戦略が必要である。 

 

(2) FGの継続、SGの設立に関しては、我が国を代表するオペレータとベンダーの協力体制

を確立することが必須であり、企業横断的かつ産学官での戦略検討の上に決断をする
べきである。我が国の企業の意思確認と活動の目的の共有が必須である。 

 

(3) 他のSDO/SGとの調整(特に3GPP, ETSI)、技術分野切り分けを行い、全体としては5Gのモ
バイルネットワークの技術分野を包括的にカバーし、かつ、ITU-Tならではの活動、ある

いは、新たな潮流（オープンソース活用など）を率先して活用するなど、特色のある活動
が展開されるべきである。 

 

(4) 次期FGでは、オープンソースを活用するプロトタイピングが、特にネットワークソフトウェ

アライゼーション分野とインフォメーションセントリックの分野にて進める必要があるとの
強い意向がある。FGで実装が可能かはわからないが、オープンソース活用は検討すべ
き重要項目である。 

 

(5) 5Gにおけるネットワークソフトウェアライゼーション分野は、新世代ネットワークにおける
ネットワーク仮想化やO3プロジェクトの成果を活かす為に有望な分野であり、標準化活

動に対する日本のこれまでの貢献を踏まえ、欧米やアジアとの協調・競争のバランスを
取りつつ、さらに取組を強化していくことが必要である。 
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